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表2.調査対象施設一覧
【特 義 】
関喜毒年度 立場場所 諾寺崎 簡勤 め
A 自訴口41年 噴田市 230 114
B 日訴口52年 伸 輔E区 50 54
C 日誘口58年 淵 槽区 140 72
D 平成 6年 傭 挿耶津守区 130 180
E 平成 7年 盲 犬 60 104
F 王拓琵11年 大阪市≦捷亨区 50 86
G 平成12年 大阪有菊菜区 80 131
H 平成13年 大阪而東住吉区 35 180
I 平成13年 大師 侶着直 80 79
∫ 平成13年 珊 眼直 50 73
【ケアハウス 】
問詰年度 立場場所 定員 (名) 聞幾葡萄
L 日訴n51年 八尾市 85 0
M 平成8年 つく 40 24
N 平成8年 淵 亀見区 30 15
0 平成10年 大阪而管区 30 2
P 可字成11年 式阪市場区 30 13













60-65歳 10 (10/ED 2 (10/a
66-70 22 (2%) 8 (40/i
71-75 83 (110/o) 23 (14%)
76-80 126 且6%) 34 q9%)
81-85 176 位20/o) 51 位90/o)










男性 女性 男性 女性
60-65読 4 5 0 2
66-69読 23(90/o) 17(20/a 6(9%) 13(60/O)
70-75読 57(22%) 48(6%) 13@0%) 31(14%)
76-80読 51(21%) 169020/o) 9 (14%) 5.0(23%)
81-85読 44(17%) 171(22%) 19(29%) 62@8%)
86-90読 41(16%) 165(21%) 7(11%) 41(18%)
















要行頭度 1 81(100/o) 67Cp%)

































A 9.33 L 3.33
B 1.79 M 2.57
C 9.98 N 3.75
D 1.61 0 3.55
E 8.06 P 2.18
F 6.78 Q 4.91






















｢償 し 23(31%) 99(62%)















自宅 174@40/o) 238 野0/o)
痛瑞 21叩 0【軸 15 6%)
特憂 29 (40/0) 2(0.70/o)
ケアハウス 1《).1%) ll(5%)
勤し一プ ホー ム 3《〕.4%) 1¢〕.3%)
不明 15 (3【㈲ 0









































FJL-プ ホー ム 0 3(2%)
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表13.特善のヒアリング調査概要
2003年12月 現在
■性別 年齢 f感度 八朔 身体司先見 入所紺 青拠点 働 雑感路
a 女性 74歳 1 2年8ケ月 肝 菅由 自宅 自宅 - 精義
b 女性 86歳 1 2年8ケ月 輪講机､ 子供乃寄 Er宅一病慌一 宅建一子馳 義一精義
C 女性 95歳 3 2年8ケ月 車いす生活 自宅 自宅 -■ 棉蓋
働 貞備醐式況 生憎環境 卿 克澗 系 拠樹 舌 所持品
a 百が だ んだん見えなくなり､火元 水道アバー7.で一人 弟的週3回きて病院 入所ほ友だちができ 手職をしており､手 博学な鼻切回り晶と
の跡 甲良こなうた.7バ.-I 暮らし､遡3回ほど につれていく. たが亡くなってしま 芸はなんでも好きだ 燕芹を持ち込み.あ
な町田榔 あったちみん軸こ迷惑 ヘルパーが来て寄 つた. つたが今はしていな とは全音瞭扮した.
珊 斬ると患って焦って掘書経牒 辛.鰍 世書経 し い○ どうしても捨てられ
しても､た. た○ 軌､もq)は寮方兎こ預けている.
b 7年前.気執 俄 こ八鹿 そ 最近の電気製品の便 息子が月に2瓦 施 上浦庁住んで一､た団地 旅行が好きだった まだ子どもの寮こ稚
Q)穏老懐こ移り3年ぐちも胤 t冊 かもず子供 …計､切支払.､の日と a)友だちカも､る汎 那.入所簡まほとん つているカも宝石類
ていた.老健｢働 叡ノ子供 とQ)生活ぶりが合わ 眼肘＼qi窮 の日に お正月に帰宅する時 どしたことが払､. など鮎 ま持ち込
との同昏封紙た. なかった町で､一La里的な負担力戦った○ 来てくれあ お正月は的 寮で璃 こすごしている. しか会えくれ､. 着物が好きでた(さんもつている. Ar='.
C 入所前､30年闇一人暮らし○食 長匿で夫婦と子供4 牌 の夫妻が方篭蔓で ここでは友だ号も 寺蜘 仕事をしたこ 事琵頁を含ぬ 簡 な
事の準備な損ま軌 ており､ 人で暮らし､その後 ボランティア酒折を つくれすひとりぼっ とがあり､稚 触ヽ 触 回.り晶を持ち込
に斬 り､榔 巧をするよう 兵乱′事を出た後｢人 が月に勤回面会こ来 ･朝まラジオを聞く 摘 こある○昏宅が
になっていた. になる.今は､車も職 てくれる. くらいで何もしてい払 ､. 今どうなっているのか兵略軌 ､.
d 車も咽 も バ.-キンリン病を鼻 F珊真筆軌 =ある-p- 子供は自宅と同じ町 話折合わず.膳登内 ワ プーロうち.リハほとんどのものは白
＼ヽ声を出す職 建ての寮に35年闇 向こ住ん甲.､巻が大 C3友だちはい軌 ､. ttl)のたぬ ワ プー 亀こ捕っている,ワ































表 14.ケアハウスのヒアリング調査概要 2003年12月 魂在
性別 年齢 介護度 入所紺珂 身体相見 入所弥増嫡拠点 入所荊磯 路
e 女性 79 要支援 5ケ月 特にない 自宅 (転居1回)注1) 自宅 ケアハウス
f 女性 84 要支障 1年2ケ月 棉こない 自宅 庸云居3回) 自宅 ケアハウス
8 女性 82 要支援 4年10ケ月 二耳が不自由 自宅 髄三層なし) 自宅 ケアハウス
h 女性 80 & # 3年10ケ月 織こない 自宅 庸云唐2ED 自宅 ケアハウス
1 女性 76 要支障 3年2ケ月 織 こない 自宅 庸云居6ED 自宅 ケアハウス
注1)転爵ま高掛こなってからの回数
e 精瓢 湖 覇抑 事情 ｢人等ちu式わて 夫とは芳l尾こなり紹 入職 安畝ノた監 膳的こあるいろい 触 回り晶を
で急こ.1人暮らuこ桝 ､その衝 カも輔 こコ等を 女乱′たチビむが1人 油田できるようにな 脚 ラ職 こ春 持切 み､それ以外
聖職 軌､捕兄こ為bた 鮒 寸も いも つた.膳新作頑だ 乃R/71､も q)モ灯はまだチビも
ことガ恥も 槻 1緒こグラブ諸掛をしていa 痛 こあも
f 退触 頚醐 芦むほど すっと､一人暮ら 浦附 き搬 以前主楓 溌地域 以前減 封白む 入所的〇時l粉由所
俺牌 たことガ鞄も し あまりしく札ヽ 傭 人と交流 とをしね汎 入所慧 持鮎
入所的こ住ん凧.た があった.膳的 こ はほとんどしてな 昔切拙 ほとんど
軌 はま相見しい頑だちし軌 も tも 強すれ軌 ヽ
g 乃蛸島こ伴弱等重訂執ったことか戦 獅妹3人瑚 経続 垂榔 3人㈹ こ入 持劫 ､ 楓 続け机､る 博幸範如 回り点違
る｡掛 り､手酌 な 柵 ､た抗 力由良こ 所ノ机､も それ以油滴 廷習 持跳
り大きく言わないと聞こ知こくtも よって酬 旭こなつ し寸も Hdめ吋刊､も
h 射 与拙 めbた 母が98歳で亡くな 一二人娘であり､鬼韓 即翌日に教会こ出か 入所息捕 をはじ 母への思い出が強
る潤 し､その 胞 ヽ≡和島 吋.人と(砿封落し め楽しみにしてい く､母と閏一新執る
後1胤 U的まじまった n､も a む誠ま犬貧こLn ､a
l 貞体現淵 礼職 手 陽樹 頚町埠 兼好∈執り､兄窮が … 経 も 昔ま人形づくりをし 紺 も出せた
カ精 し々こ坪一息, 櫛止≧団住宅で1年 3^ L､あ そ,の前奏 ち.毎日外出Ln ､ てt棚 汀 むガと拭札ヽその
倣 その後5回くらもず凱 鬼 との閲ー掛 てし､a a いも P拙 た脚てもつn､も
) 癌輔 後泉:3秒頭蓋野舌をし 会槻 こ30年闇 詞帝鮒 ､る 甜 穀嫉u^tた 謝 り､綱領オど 胸 も使っていた
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ており､身体的に介助を受けることが必要になってから
は近所の人に頼って生活をしていたが､安心して暮らす
ことができなかったため施設の入所を希望した｡ケアハ
ウスでは身体的な理由よりも独居生活の不安を解消する
ために施設での生活を希望しているケースが多いと考え
られる｡ ケースjの男性は夫婦で入所しているが､長期
間の療養生活が必要なため､介護サービスが提供される
施設を住まいに選択した｡入所前の居住地域は施設の近
辺であることが多く､その場合､入所後も家族や友だち
と会うために外出するなど以前の生活をそのまま維持す
ることが可能になっている｡ 以前から趣味をもっていな
かったケースe,hの場合は入所してからお茶などをはじ
め､入居者との交流をしていた｡ 一方､ケースfのよう
に入所してからお茶､お花などの趣味をやめ､まったく
なにもしない場合もある｡ ケースh,iは入所後､施設外
の活動も活発であり､ディーサービスの利用､友だちに
会う､外部での趣味生活などで外出していた｡ケアハウ
スでは個室生活であり､内部にも収納空間が多く取られ､
日常生活用品はかなり収納ができるが､調査対象者の中
にはほとんどのものを捨てて入居した方もいた｡やはり
自分の家というよりも臨時的に入所している施設という
意識が入所者に強いのではないかと考えられる｡
6.まとめ
1)年齢別には後期高齢者のうちの76歳以上の割合が特
養入所者の86%､ケアハウスの81%を占めている｡
特に特養では約半数の48%が86歳以上である｡また､
入所期間は共に6ケ月未満から5年以上まで広く分布
していたが､特蓑では3年未満の短期入所者と5年以
上の長期間入所者に二極分化していた｡
2)ケアハウスへの入所は自宅からが83%なのに対して､
特養-の入所は病院や他の施設からが73%であり､
特養-入所する前にすでに自宅を離れて生活拠点移
動を繰り返している実態があった｡
3)退所後の行き先については､特菱では死亡が半数を
占め最後の生活拠点となっている一方､病院への移
動を中心に再度生活拠点移動を繰り返しているケー
スも多い｡施設ごとの退所者の平均入所期間の平均
は4.78年であった｡ケアハウスでは､自宅-帰って
いるケースが42%ある一方で､死亡に至っているケ
ースはごくわずかで､40%が病院や他の施設に再度
移動している｡また施設ごとの退所者の平均入所期
間の平均は3.27年であり､安定した生活拠点にはな
(7)
り得ていない｡このことは､ケアハウス入所者の
87%の要介護度は2以下であり､ケアハウスが要介
護の高い高齢者に対応していないことと深く関わっ
ている｡
4)施設への生活拠点移動によって､高齢者が自分らし
い生活を維持するのが難しくなっているケースが多
かった｡在宅生活を送っていたときにもっていた趣
味や楽しみ､友人との交流を維持できている人は少
なかった｡特に特養ではその傾向が顕著である｡ ま
た思い出の品やおしゃれのための道具など､自身の
アイデンティティを象徴する所持品が減少していっ
ていることは､それに拍車をかけている｡
5)特着の場合､身体機能の低下､家族関係の縮小など
により､それ以上生活を維持することが困難になり､
長期間生活していた生活拠点を離れ,施設の入所を
選択した｡その際､生活変化をみると､(丑入所前の
友だちとの交流は途絶え､(参一方､通院のつきそい
などのための家族の訪問は一定維持されていた｡③
入所後､施設内で新しく友だちが出来ることは少な
く､社会的な交流関係が薄くなる傾向がみられる｡
④趣味生活を続けている人も少なく､単調な生活に
なっていることが推測される｡ (9拠点移動の際の所
持品の数も多くなく､生活に必要な簡単なものだけ
をもってきている人が多く､自身のアイデンティテ
ィ喪失につながっていると思われる｡
6)ケアハウスの場合､一人暮らしをしていた人が多く､
入所理由として身体的な原因より､緊急時への不安
が大きかった｡①入所後は施設内のクラブ活動など
をはじめ､施設を中心に生活領域を形成している人
と､入所以前の地域に外出し以前の生活範囲を推持
する人がみられた｡入所後もできる限り以前の生活
のパターンを続けようとする意思が強いと考えられ
る｡ ②ケアハウスでは一定の収納空間が設けられて
いるため､入所前から使っていた日常生活用品は続
けて使うことができている｡ しかし､入所の際処分
したものも多くあった｡
今回の調査では､生活拠点移動による生活変化につい
ては調査事例数が少なく､おおよその傾向を読みとるに
とどまったが､生活変化をとらえる際､趣味生活の維持､
交友関係､家族関係､所持品の変化をその指標とするこ
とが有効であったため､今後は､これらの指標をもとに
-106-
入所者の個人調査を行う予定である｡
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